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とは

会員数

正会員の業種・業態分類

ご挨拶

協会の沿革

イベント沿革

年会費及び入会金

交通アクセス

入会申込・協会活動に関するお問い合わせ先

正会員の従業員数分類

CSAJ は、コンピュータソフトウェア製品に関わる企業が集まり、ソフト
ウェア産業の発展に係わる事業を通じて、我が国産業の健全な発展と、
国民生活の向上に寄与することを目的としている、経済産業省認可の公益
法人です。CSAJは、以下の3つを柱として、活動しています。

平成 23年 5月 11日現在

正会員
特別賛助会員
一般賛助会員
行政会員
試験会場会員
準会員

区分 社数

計

365
2
33
4
20
10
434

1 ～ 10人
25.3%
1～ 10人
25.3%

11～ 50人
31.6%

11～ 50人
31.6%

51～ 300人
24.9%

51～ 300人
24.9%

301 ～ 1000人
9.8%

301 ～ 1000人
9.8%

1001 人～
8.4%

1001 人～
8.4%

 平成 22 年度 （2011 年 3 月 8 日現在）
N＝190　＜複数回答＞

 平成 22 年度 （2011 年 3 月 8 日現在）　N＝190　＜複数回答＞

パッケージソフト開発・販売

受託開発・販売

サポート・サービス事業

コンサルティング

Web関連

システムインテグレーション

アウトソーシング

人材派遣

通信関連

コンテンツ作成

その他
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123 社

64 社

41 社

41 社

17 社

20 社

82 社

60,000円
150,000円
 250,000円
 350,000円
 450,000円

期間限定無料
（年間売上高1億円未満
又は従業員20人未満／最長1年間）

入会月
4月～ 9月
10月～翌 3月

期限
翌 3月末まで
翌 9月末まで

年会費 入会金

30,000 円

30,000 円

100,000 円

100,000 円

無料

無料
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日本自転車会館
１号館５階

社会法人
コンピュータソフトウェア協会

会員区分 

正会員

準会員

一般賛助会員
特別賛助会員
行政会員 (都道府県 )
行政会員 (市区町村 )
試験会場会員

賛
助
会
員

社団法人コンピュータソフトウェア協会
審査

CSAJ 会長

和田　成史
株式会社オービックビジネスコンサルタント
代表取締役社長

　日本経済は、平成20年秋の金融不安を発端とする世界
的な大不況からの回復途上にありましたが、平成23年 3
月に起きた東日本大震災によって景気の不透明感が強
まっています。震災復興事業による投資需要が見込まれ
ているものの、企業の生産、個人消費の落ち込みから本格
的な景気回復はかなり遅れるものと予想されており、ソ

フトウェア製品業界の景況の先行きについても不安が増しています。
　しかし、ＩＴは、社会インフラや企業活動、私たちの日常生活を支える重要な要素
であることは変わらず、中長期的な視点に立てば、資源に乏しく人口減少が進む日本
にとって、ソフトウェア産業を含む情報通信産業は、未来の成長のための新たなイノ
ベーションを生み出す産業であることは間違いありません。
　また、市場を見るとスマートフォンやタブレット型 PC などの新しいモバイル機
器の利用が本格化する中、SaaS／クラウドコンピューティングの普及によって、ビ
ジネスモデルの変革を伴うパラダイムシフトが進んでいます。特に、東日本大震災
後、データやシステムの消失というリスクに対する意識の高まりから、クラウドコン
ピューティングの需要や利用意向が高まっており、動きが加速すると思われます。
　以上のような経済・社会情勢やソフトウェアビジネスを取り巻く環境の変化を踏
まえ、当協会は、新しい時代のインフラを提供する通信企業やハードウェア関連企業
との連携を強化しつつ、オープン、フェア、グローバルの基本理念を掲げ、中長期的な
視点で幅広い活動を続けていきます。
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ソフトウェアハウス等 22 社により「日本パソコンソフトウェア協会」設立
ソフトウェア法的保護監視機構設置
社団法人として認可
「日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会（JPSA）」に改称
東京都小型コンピュータソフトウェア産業健康保険組合設立
（現・関東 IT ソフトウェア健康保険組合）
東京都小型コンピュータソフトウェア産業厚生年金基金設立
（現・関東 IT ソフトウェア厚生年金基金）
「CAD インストラクター認定試験」（現・CAD 利用技術者試験）開始
ネットワーク協議会設立（現・財団法人インターネット協会）
違法コピー対策プロジェクト設置
株式会社システムソリューションセンターとちぎ（第三セクター）設立
「パソコン財務会計主任者試験」（現・会計ソフト実務能力試験）開始
準会員制度（期間限定無料会員制度）発足
行政会員制度（都道府県・市区町村対象）発足
試験会場会員制度発足
「CAD 利用技術者基礎試験」開始
「3次元 CAD 利用技術者試験」開始
「JPSA アライアンス大賞」創設（現：CSAJ アライアンス大賞）
「社団法人コンピュータソフトウェア協会」名称変更認可
日本ユースウェア協会（JUA）と統合
「プライバシーマーク指定審査機関」認定
一般社団法人コンピュータ教育振興協会（ACSP）設立
「情報システム取引者育成協議会」設立
「情報システム取引者育成プログラム」制度発足

1988.6  ～1989.  6
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1992.7  ～1993. 7
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2007.10 
2000.10～2010.10

「ワールドソフトウェアコンファレンス」2回開催
「ソフトワールド」開催
「NETWORK」2回開催
「JPSA CONVENTION -PC SOFT FAIR-」3回開催
「COM JAPAN」3回開催
「第 3回アジア EAフォーラム in Japan」開催
「CEATEC JAPAN」11回開催

各種委員会・研究会活動
ベンチャーサポート、行政機関への提言

①「会員・業界活動」

プライバシーマーク指定審査機関
として、会員企業の個人情報保護
を推進するとともに、正会員を対
象にしたプライバシーマーク付
与適格性審査を実施

②「Ｐマーク審査」

ソフトウェア・IT利用技術者育成
とソフトウェアの普及・啓発に
寄与する資格認定制度。
（CAD及び財務会計ソフト）

③「認定試験事業」

会員・業界活動会員・業界活動会員・業界活動

Ｐマーク審査事業Ｐマーク審査事業Ｐマーク審査事業

認定試験事業認定試験事業認定試験事業

1口
 1口
 1口
1口
1口

350,000円
350,000円
50,000円
50,000円
60,000円

（年間売上高5千万円未満）

（年間売上高5千万円以上1億円未満）

（年間売上高1億円以上3億円未満）

（年間売上高3億円以上10億円未満）

（年間売上高10億円以上）

とし1口以上
とし2口以上
とし3口以上
とし1口以上
とし1口以上

70 社

69 社

132 社

105 社


